
杉

並

区

議

会

議

長

藤

本

な

お

や

提

出

者

様　同同同杉
　　　　　並
　　　　　区
　　　　　議
　　　　　会
　　　　　議
　　　　　員

そ市小堀

ね橋松部

　　　議
　右　員
平の　提
成議杉出
二案並議
十を区案
三提立第
年出地七
六す域号
月る区
十゜民
六　 セ

日　 ン

　　タ
　　i
　及
　び
　区
　民
　集
　会
　所
．条
　例
　の

部

を

改

正

す

る

条

例

一

1

文綾久や
　　　す
子子子し
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ン

タ第
1五
等条
のの
使規
用定
をに
承よ
認り
し　’

な同
い条
こ各
と号
゜

の

　い
　ず
　れ
　か
　に
　該
　当
　す
　る
　と
　認
　め
　た
　と
　き
　に
　、
地

域

区

民

セ

　　　　　第＿　体地　第＿　一
　一業とと十指第一域第二休第部杉
と　務い’認三定十の区六条館二を並
゜

第一うめ条管三下民条の日条次区杉
　三と゜る　理条にセ第二及のの立並
　条い）と区者を一ンー　び次よ地区
　のうにき長に第＿タ項地開にう域立
　規゜’ははよ二以i中域館次に区地
　定）地”る十下等一区時の改民域
　にを域法地管条一を地民間一正セ区
　よ行区人域理と登除域セ）条すン民
　　　　　　）りわ民そ区

’

せセの民
地るン他セ
域こタのン
区と1団タ
民が等体1
セでので等
ンき管あの
タる理つ設
1　°のて置
等

の

施

設

又

は

備

付

器

具

の

使

用

を

承

認

す

る

こ

業区の
務長目
のが的
う指を
ち定効
次す果
にる的
掲もに
げの達
る（成
も以す
の下る
（一た
以指め
下定必
一管要
管理が
理者あ
の一る

加

え

る

o

し録く区ン
’

団。民タ
第体以セ1
十一 下ン等
二と，タの
　　ヒ条いのi休
のう条等館，
次゜ に一日
に） おの及
次一　　　下び　　いのを　　　に開七加て一館
条え同（時
をる驚別間
　o 　表は）
　第’一

　四規
をに則
加規で
え定定、

　すめ
同るる
条施。
第設
二を
項設
中置
一す
団る

をるタセ
加゜iン
え

る

o

及タ
び1
区及
民び
集区
会民
所集
条会
例所
＿条
昭例
和の
五一
十部
三を
年改
杉正
並す
区る
条条
例例
第

四

十

号

）

の



教

育

委

員

会

委

員

又

は

そ

の

配

偶

者

若

し

く

は

親

等

以

内

の

親

族

が

代

表

者

そ

の

他

の

役

員

で

　　　　　　　　2・第＿
三　　ニ　ーこに　 と十指五　 四　　　三
　くる　団　と申指す四定　す　のと目
　゜団区体区が請定る条管前る地承き的第
　）体長　議でし管゜　理各業域認に若九
＿’ 　会きな理
区副　議なけ者
が区己員いれと
資長
本又
金は
そそ
のの
他配
こ偶
れ者
に若
準し
ずく
るは
も二
の親
の等
二以
分内
のの
一 親

以族
上が
を代
出表
資者
しそ
ての
い他
るの
団役
体員
をで
除あ

又

は

そ

の

配

偶

者

若

し

く

は

親

等

以

内

の

親

族

が

代

表

者

そ

の

他

の

役

員

で

あ

る

゜

ばし
なて
らの
な指
い定
　゜を
た受
だけ
しよ
　’う
次と
にす
掲る
げも
るの
団は
体’
は規
指則
定で
管定
理め
者る
のと
指こ
定ろ
のに
申よ
請り
を’
す区
る長

区者号務区を
長のに
は指掲
’

定げ
指）る
定

管

理

者

を

指

定

し

よ

う

と

す

る

と

き

は
、

規

則

で

定

め

る

方

法

に

よ

る

も

の

も

の

の

ほ

か
、

区

長

が

必

要
と

認

め

る

業

務

　　’し条
民取地くの
セり域は規
ン消区指定
タす民定に
1こセ管よ
等とン理り
の゜タ者’
施

設

及

び

備

付

器
具ー

の

維

持

管

理

　
大

規

模

の

修

繕

を

除
く

o

）

に

関

iの同
等指条
の示第
使に一
用違号
条反若
件しし
をたく
変とは
更き第
し’三
’又号
又はに
は指該
使定当
用管す
を理る
停者と
止がき
し特’
’に使
若必用
し要者
くとが
は認使
使め用
用たの



　　　　　　第（　　　　　　　　3
　三ニーず定十指四　三ニ　ーす理
い　　　るに五定　の　　る　るを区除あ
と前前管こよ条管前拡地関こ管゜行長くる
認二条理とる　理三大域係と理
め号第のが指区者号を区法゜の
るに三業で定長のに図民’令
と掲項務きをは指掲るセ及
きげ各又る取’定げこンび
゜

る号は゜り指のるとタ条
もに経
の掲理
のげの
ほる状
か基況
’準に
当を関
該満す
指たる
定さ区
管な長
理くの
者な指
につ示
よたに
ると従
管認わ
理めな
をるい
継とと
続きき
す゜°
る

と

が

適

当

で

な

消定取もが1例
し管消ので等の
’理しのきの規
又者等ほる効定
はが）かこ用を
期次
間の
を各
定号
めの
てい
管ず
理れ
のか
業に
務該
の当
全す
部る
若と
しき
くはー
は

’

一 前

部条
の第
停三
止項
をの
命規

区

長

が

別

に

定

め

る

基

準

’とを遵
　Q最守
大し
限’
に適
発正
揮か
すつ
る効
と率
と的
もな
に管
’

理

区運
民営
相が
互で
のき
交る
流こ
及と
び゜
活

動

業

務

に

つ

い

て

相

当

の

知

識

を

有

し

、

か

つ
、

当

該

業

務

を

安

定

し

て

行
う

能

力

を

有

す

うは゜団
こ’）体
と前　＿
が項　区
での　 が

き規　資
る定　本
とに　金
認よ　そ
める　 の

る申　他
も請
のが　れ
をあ　 に

区つ　準
議た　ず
会と　る
のき　も
議は　の
決’　の
を次
経に　分
て掲　の
指げ
定る　以
管基　上
理準　 を

者に　出
によ　資
指り　し
定最　て
すも　い
る適　る
も切　団
のな　体
と管　を



第（　　第（　　第（　　 3　　　　　2
十協をそ十事もめ十指あの　る条又臨若
人定作の七業のて六定るは前゜第は時し前
条の成取条報と管条管の一項
　締しり　告す理　理はにの
区結’消指書るの区者一限場
長）区さ定の゜業長の別る合
は
、

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

て
、

指

定

管

理

者

と

協

定

を

締

結

す

る

も

の

と

す

る

0

長れ管作
にた理成
提日者及
出以はび
し後’提
な）毎出
　、年）け

れ規度
ば則終
なで了
ら定後
　　　なめ年
いる度
゜

さの

　』途
　ろ中
　にに
　よお
　喰い
　　て
　管指
　理定
　のを
　業取
　務り
　に消
　関さ
　しれ
　事た
　業と
　報き
　な　口は
　書・

務は告表一に
の’示第とお
全指）五’け
部定
若管
し理
く者
はを
一 指

部定
のし
停’
止若
をし
命く
じは
た指
と定
きを
は取
’り

遅消
滞し
なた
くと
そき
の　’

旨又
をは
告期
示間
すを
る定

一 一る
と別第
読表六
み第条
替二の
え一規
ると定
もあの
のる適
との用
すはに
る一つ
゜同い
　表て
　一は
　と　’

　’同
　同条
　条第
　第一
　二項
　項中
　中一
　一を
　別除
　表く
　第一
　三と
　一あ
　とる

四当にく項
項該地はの
の停域一規
規止区部定
定の民（に
に期セ利よ
よ間ン用り
りがタ料指
規終i金定
則了等の管
ですの収理
定る管受者
めま理をの
るで運含指
額の営む定
の間を場を
範’行合取
囲区うにり
内長と限消
にはきるし
お’に゜’
い別限）又
て表りのは
’

第’停期
区四新止間
長及たをを
がびに命定
定別指じめ
め表定たて
る第管場管
使五理合理
用並者等の
料びをで業
をに指’務
徴第定区の
収十し長全
す九’が部



　　　　76　54　32　　第（
別金及使　　場　　設　　はに十利三ニー
表一び用第利合利地及前地’限九用
第と第を七用は用域び項域指る条料前個管
二読八承条料’料区その区定゜　金二人理
（一）み条認及金規金民の規民管以地等号』情の
杉替中しびは則はセ利定セ理下域）に報業
並え一’第　で　ン用にン者こ区
区る区利八指定使タ料かタにの民
立も長用条定め用1金か1利条セ
高のL料の管るす等はわ等用にン
井とと金規理とるの’らの料おタ
戸すあを定者こと備別ず施金い｝
地るる収はのろき付表’設をτ等
域゜ の受’収にま器第登の納同（
区　はす指入よで具五録利付じ別
民

セ

ン

タ

1

の

項

を

削

る

o

嬉

春ξ野
理

　い地者

　て域L
　準区と

　用民、

　すセ
ー るン
使。タ
用こ1
料の等L
　場の
と合施
あに設
るお又
のいは
はて備
一’ 付

利第器
用七具
料条の

る定とるに及の団用し
場管す゜納びと体料な

　　　　　　゜i麦
　　　　　　）第
付そおが金けの四
しのり使はれ施に
な利と用’ば設規
け用すす別な又定
れ料るる表らはす
ば金゜場第な備る
なは
ら　’

な規
い則
゜

で

た定
だめ
しる
、　　o

こ

れ

に

よ

り

難

い

合四い付施
にの゜器設
おと
けお
るり
地と
域す
区る
民゜
セ

ン

タ

8

等

の

施

具を
に設
係置
るす
使る
用地
の域
承区
認民
をセ
受ン
けタ
た1
者等

掲の務
げ取の
る扱実
もい施
のぞ及
ののび
ほ他そ
かのの
’地報
地域告
域区に
区民関
民セす
センる
ンタ事
タi項
1等
等の
の管
管理
理の
に基
関準
しに
必関
要す
なる
事事
項項



民井杉

セ戸並

ン地区
名

称

タ域立

1区高

創 水 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第

作 屋 二 一 九 八 七 六 五 四 三 二 一
室 和 和 集 集 集 集 集 集 集 集 集

室 室 会 会 会 会 会 会 会 会 会

（
室 室 室 室 ．室 室 室 室 室

創

作

使

茶至

辱別 区分

用
室

）

正（

午午

三
、

七 四

「三 「六
門六 『二 モ八 モ　 「三 「三 『三 門二 円二 ま前

で九午
　前）時

O
O
O
O
O
O
0
0
0
0
O
O
O
O
0
0
O
O
0
0
O
．0

O
O
0
0 か

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
ら

午（

後午

五、OOO

六

〇

〇

三i－OO 二…－00 さ二〇〇 叩三〇〇 『七〇〇 「八〇〇 「－OO 『｝00 「－OO 弄六〇〇 五六〇〇 五後
時一午
　後ま時

でか

利
用料金

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 ） ら

午（

後午

三 二 一 四 三 二 二 二 二 二 四 四 九後
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 時六夜

七 四 三 六 六 二 八 一 三 三 三 二 二
　問ま時

O 0 ○ O O O O O O O o O 0
でかO O O 0 ○ O O O O O O O 0

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
） ら

別

騰別
集四表
会（第
室第＿
・六
和条（一）

室’ 杉

讐並
五区
条立
　へ第高
＋井
九戸
禽地
係域
） 区

　民
　セ

ン

タ

i

の

項

を

削

り

、

同

表

の

次

に

次

の

表

を

加

え

る

o



民井杉

セ戸並

ン地区
名

称

タ域立

1区高

体 電 ピ 音

育 子 ア 楽

室 オ ノ 室

ル 室

ガ

1
半 全 ン

区

／ 面 面
室

分
3 使 使

面 用 用

使

用

午 利

前 用

九 料

時 金

か
（

ら
一

午 時

一 二 後 問
、 、 九 当

四 七 四 三 三 一
時 た

O O O 0 0 ○ ま り

O O O O O O で ）
円 円 円 円 円 円

に）　　　　　付
　3　 2　 1記音受　に過　いに
楽　し午相時使゜相使
室 な前当間用　当用
’ 　いとすの時　す者
体　゜午る利間　るが
育

室

等

後額用を 額入
’

と料超を場
午す金過加料
後るはし え等

と゜’て　たを
夜規使額’徴
問』 定用と収
又　利す　すし
は　用る　るて
午料場　゜体
前金合　た育
と （は だ室

午入’　し（
後場管　’集
と　料理 入会

夜等上場使
間を支料用
を徴障等に引 収の　の限
き　しな 額る

続ていが゜
き体限規）
使育り　則を
用 室一で使
す　を時　定用
る　集間 めす
場 会を　るる
合 使限　額場
の用度　以合
中 すと　下の
間　るし　の利
時場て場用
間合使 合料

に　は用　に金
対付を　つは
し 記承　い’
て　1認　て規
は　にし　は定
’

　よ’　1利
利　るこ　こ用
用　額の　の料
料）場 限金

金　の合　りの
を　三の　で五
収 割超　な割

体 料

育 理

室 室

（
集

会
十 十 集

使
六 五 会

璽 人 人 使

以 以 用

上 下

使 使

用 用

一
三 五 三 一
、 、 、 、

0 六 九 八

○ 0 O ○
O O O O
円 円 円 円

二

六 七 五 二
、 、 、 、

Q 五 二 五
0 O 0 O
0 O ○ O
円 円 円 円

二

六 五 三 　
、 、 、 、

0 六 九 八．

O O O O
0 ○ O O
円 円 円 円



民井杉

セ戸並

ン地区
名

9

称
タ域立
1区高「

第 第 第 第 第 第 第 第 第 ・第 第

二 一 九 八 七 六 五 四 三 二 一
和 和 集 集 集 集 集 集 集 集 集

室 室 会 会 会 会 会 会 会 会 会

（
室 室 室 室 室 室 室 室 室’

茶
（ 区

警 特

別
分

室

）

正（

午午

一
、

　一

八

『三
一

：六 「四 二〇 「一 ：一 「一
「一 『｝ ま前

で九午
　前）時

五 0 ○ O ○ 五 五 五 五 ○ 0
かO O ○ O 0 O O O O O O

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円
ら

午（

後午

一
π〇五〇

『－OO 『『五〇
：八五〇 二四〇〇 二五五〇 π五五〇

一
『八〇〇 「八〇〇

五後1時一午

　後ま時

でか

利
用料金

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 ）
ら

午（

後午

一
、

　一

八

「三
π六 一

：四

二〇 二　 π一 二一
「一 「一 九後

時六夜
　問ま時

五 O O O 0 五 五 五 五 O O
でかO O 0 O 0 O 0 O O 0 O

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 ）
ら

別

（一）表　付

第使記
集五用
会（を午
室第承後
・

十認八
和五し時
室条’か
等’こら
（第の午
登十場後
録九合九
団条の時
体関超ま
利係過で
用）時の
料

金

）

間使
の用
利時
用間
料を
金超
は過
’し

規て
定使
利用
用す
料る
金場
の合
一 は

時’
間管
当理
た上
り支
の障
額の
とな
すい、

る限
゜り

時

間

を

限

度
と二

し

て

1

／
4

面

使

用

三
0
O
円



　付　の記
　付
附記午
　の後
　例八
則に時
　よか
　るら
　゜午
　後「
　九　時
　ま
　で
　の　使
　用
　時
　間
　を
　超　過
　し
　て　使
　用
　す
　る
　時
　間
　及
　び
　そ
　の　利
　用
　料
　金
　に
　つ　い
　て
　は　　、

別

表

第

四

に）

の

表

民井杉

セ戸並

ン地区
名

称
タ域立

1区高

体 音

育 楽

室 室

1 1 半 全 区

／ ／ 面 面 分
4 3 使 使

面 面 用 用

使 使

用 用

午 利

前 用

九 料

時 金

か
（

ら
→

午 時

一
後 問

、 九 当

『 二 三 七 0 時 た

五 O 五 O 五 ま り

O 0 O O ○ で ）

円 円 円 円 円

に｝　付

　四記
音（一）

楽の入
室表場
’の料
体付等
育記を
室の微
（例収
登にす
録よる
団る場
体゜合
利

用

料

金

）

の

利

用

料

金

超

過

時

間

及

び

そ

の

利

用

料

金

並

び

に

中

間

時

間

の

取

扱

い

に

つ

い

て

は
、

別

表

第

体 料 創 水

育 理 作 屋

室 室 室

（
集

会 、十 十 集 創
使 六 五 会 作
邑 人 人 使 使

以 以 用 用

上 下

使 使

用 用

六 二 一 『
、 、 、 、

五 八 九 九 八 二
0 O 五 O 五 O
O O 0 O O O
円 円 円 円 円 円

一
三 三 二 一 二
、 、 、 、 、

O 七 六 二 五 三
O 五 O 五 O 0
O O 0 O O O
円 円 円 円 円 円

一
三 二 一 一
、 、 、 、

O 八 九 九 八 二
O ○ 五 O 五 ○
O ○ O O O O
円 円 円 円 円 円



　（
地提
域案
区理
民由
セ）
ン

タ

1

等

に

指

定

管

理

者

制

度

を

導

入

す

る

等

の

必

要

が

あ

る

o

　　　　　21
間タ後並例
は1のびLここ’

等杉にとのの
なの並別い条条
お指区表う例例
そ定立第゜には
の管地二）よ’
効理域及別る公
力者区び表改布
をを民別第正の
有指セ表二前日
す定ン第及のか
るしタ三び杉ら
゜

た1の別並施
　場及規表区行
　合び定第立す
　に区は三地る
　あ民’に域゜
　つ集規規区
　て会則定民
　は所ですセ
　’条定るン
　当例め施タ
　該第る設1
　指十日の及
　定四（使び
　の条同用区
　日の日に民
　の規前っ集
　前定にい会
　日にこて所
　とよのは条
　すり条’例
　る地例旧（
　°域に条以
　）区よ例下
　ま民る第一
　でセ改六旧
　のン正条条



資　料

　　　　2
施用るこ　す設を
設す団ろ前る及除
及る体に項゜びく
び場＿
そ合以
のに下
使お一
用け登
料る
は地団
’域体
別区一
表民と
第セい
ニンつ
のタ゜
と1）

よの　 ぞ゜
り規㌦の以
’定　使下
あに　用こ
らか　料の
かか　は条
じわ　

’

に

めら　別お
区ず　表い
に’　第て
登別　 二同
録に　のじ
さ定　 と゜
れめ　お）

定

す

る

施

設

を

設

置

す

る

地

域

区

民

セ

ン

タ

お等がてる　りの1
りの使いと　と施等

第（　第＿
六使　二
条用開条館
　料館の日
地等　二及
域）問　

’

区

民

セ

ン

タ

i

等

　
別

表

第

四

に

規

地開
域館
区時
民間
セ

ン

タ

！

等

の

休

館
日

及

　　　　2
施用るこ　す設
設す団ろ前る及
及る体に項゜び
び揚
そ合
のに
使お
用け
料る
は地
’域

別区
表民
第セ
三ン
のタ
と1

よの
り規
’定

あに
らか
かか
じわ
めら
区ず
に’
登別
録に
さ定
れめ

お等がてる
りの使いと

そ

の

使

用

料

は

別

表

第

の
と

お

りの
と施

第＿
六使
条用
　料
地等
域）
区

民

セ

ン

タ

1

等

新

条

例

旧

条

例

新杉
旧並
対区
照立
表地
（域
抄区
） 民

　セ
ン

タ

｝

及

び

区

民

集

会

所

条

例

の

部

を

改

正

す

る

条

例



　三1
く

は第
第九
　条
　の

用

者

使

民

セ

ン

タ

1

等

の

使

用

を

承

認

し

な

い

こ

と

o

力第
に五
該条
当の
す

る

と

地

る

こ

と

o

　一1が
　　で
等第き
の　 る

施　
゜

設

又

は

備

付

具

の

使

用区
を民
承セ
認

す

ヨ
管

理

の

業

務

一

と

い
う

o

）

を

行

わ

せ
る

こ

と

管

理

の

業

務

の

う

ち

次

に

掲
｝

る

も

の

（
以

下

者つる
　てと
区

長

が

指

定　果
す　的
　る
地も
　の
区＿
民以
セ下

指

定

管

理

第＿
十指

条管
　理
区

長

は
、

　　地
法

人　区
　す民
　　セ
他たン
　めタ
団　1
　要等
　　の
　　設

者

に

よ

る

管

）

3

及と
びす
4る
略

o

3

及と
びす
4る
　o
略



資　料

す

る

こ

と

が

で

き

な

い
o

に

掲

げ

る

団

体

は

指

定

管

理

者

の

指

定

の
申

請

を

長

に

申

請

し

な

け

れ

は

な

ら

な

い
o

た

だ

し

、

次

る

も

の

は
、

規

則

で

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

区

21

理

　の
指と
定す
管る
　o
者
と

し

て

の

指

定

を

受

け

よ

う

と

す

と

す

る

と

き

は
、

規

則

で

定

め

る

方

法

に

よ

る

も

第

十

四

条

区

長

は
、

指

定

管

理

者

を

指

定

し

よ

う

（
指

定

管

理
者

の

指

定

）

要
と

認

め

る

業

務

司

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

カ

、

区

長

が

必

に

関

す
る

業

務

四1

の地
維域
持区
管民
理セ
　ン
大タ
規

　等
のの
修施
繕設
を及

く備
　付

若

し

く

は

使

用

の

承

認

を

取
り

消

す

こ

と

o

使

用

条

件

を

変

更

し

、

又

は

使

用

を

停

止

し

、

と反
　し
　た
　と
　き
　、

地

域

区

民理
セ者

又

は

指

定

管

が

特

に

等必
の．要

用

の

目

的

若

し

く

は

指

定

管

理

者

の

指

示

に

違



司の
　と
管

理

の

業

務

に

つ

い

て

相

当

の

知

識

を

有

す

る
o

　管A 理
　を
　行
決う
を

経と
てが
指で
定き
管る
理と
者認
にめ
指る
　も
すの
るを
も区

　31
と

き区る
は長団
　は
次　を
に同ll除

掲項く
　の　゜

る規）

準に
によ
よる
り申
最請
もが
適あ
切

な

準員は
ずで二
るあ親
もる等
の団以
の体内
　　の
分区親
のが族
　資が
以本代
上金表
をそ者
出のぞ
資他の
し　他
て　 の

いに役

三1

目

委

員
A
委

員

又

は

そ

の

配

偶

者

若
し

く

団

を

7、

く

o

ず

る

も

の

の

以

上

を

出

資

し

て

い

る

　親
　等
　以
　内
　の
区親
が族
資が
本代
　表
そ者
のぞ
他の
　他
　の
に役
準員

二1

区

長

副

区

長

又

は

そ

の

配

偶

者

若

し

く

は

あ

る

団

体

親
一
i

等区
以

内△
の

親

族

が

代

表

者

そ

の

他

の

役

員

で

員

又

は

そ

の

配

偶

者

若
し

く

は



資　料

な

く

な

つ
た

と

認

め

る

と

き
o

二1

　長
則の
条指
第示
　に
項従
各わ
　な
　い
　と
　き
る゜
基

準

を

満

た

さ

一1を
　命
　ず
　る

　と
　が
　で
　き
　る

の

状

に

関

す

る

区

o

め規

　に
　よ
　る
業指
務

　を
　取
　り
若消
しし
く

は又
　は
　期
　間
　を
　定

力　理
に区者
該長の
当は指
す　定
る指の
と定取
き管消
は理し
　者等
印」が

条次
第の
　各
項

のの

に

め

る

基

準

四1

　活
前動
　の
　拡
　大
　を
　図
　る

　と
　が
　で
　き
　る
区こ
長と
が゜
別

三　二1
発　正
揮地力
す　つ
る区効
と民率
とセ的
も　な
に　管
　　理
　等運
　の営
相効が
互用で
のをき
交最る
流大こ
及限と
　に゜

　を
関有
　す
法る

及と

条

規

定

0

し

、

か

2

当

該

業

務

を

安

定

し

て

行
う

能

力



一

と

あ

る

の

は

一

別

表

第

五
一

と

読

み

替

え

る

の

は

一

同

表

一

と

、

同

条

第

項

中

一

別

表

第

る

の

は

一
に

限

る

一

と

、

一
別

表

第

一

と

あ

る

31

　前
い項
ての
は場
　合
同に
条お
第け
　る
項第
中六
　条
　の
　規
　定
　の
　適
　用

お

を
z

収

す

る
0

るに
　第
の十
範九
囲条
内第
に四
お項
いの
て規
　定
区に
長よ
がり
定規
め則
るで
使定
用め

の定
間し
　、
区又
長は
は当
　該
別停
表止
第の
四期
及間
　が
別終
表了
第す
五る
並ま
　で

21

を長A部り
行がに若消前
っ臨限しし項
と　るく　の
きに・　ま又規
に地　　は定
限域の部期に
り区停　間よ
　民止禾1をり
　セを用定指
たン命料め定
にタじ金て管
指　たの管理
定等　収理者
管のA受のの
理管等を業指
者理で含務定
を　　むのを
指営　　　取

で

な

い

と

認

め

る

と

き
0

管

理

者

に

よ

る

管

理

を

継

続

す

る

こ

と

が

適

当

当

該

指

定



資　料

『1ゑ「

管

理

の

業

務

の

実

施

及

そ

の

報
告

に

関

す

指

定

管

理

者
と

協

定

を

締

結

す

る

も

の
と

す

第＿
十協
八定
条の
　締
区

長

は
、

次

に

掲

げ

る

事

項

に

つ

い

結

）

ら

な

い
o
を

作

成

し

区

長

に

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

管

理

の

業

務

に

関

し

事

業

は度
　の
ぞ途
の中
取に
りお
消い
さて
　指
　定
　を
　取
　り
　消
　さ
規

則た
でと
定き

第

十

七

条

指

定

管

理

者

は
、

毎

年

度

終

了

後

　
年

（
事

業

報

告

の

及

提

出

）

す

る

も

の
と

す

る
o

止　 し

をめく
命ては
じ管指
た　定
とのを
き業取
は務り
　の消
遅全し
　部た
な若と
くしき
そく’
のま

　部
　の
不停

又

は

期

間

を

第＿
十指
六定
条管
　理
区

長

は
、

指

定

管

理

者

を

指

定

し

、

若

者

の

告

示

）

も

の

と

す

る
0



41

　り
地と
　す
　る
民゜

等

付

器

具

及

施用
設す
及る

そ

のに
利お
用け
おる
金地
ま

男1

表セ
第ン
五タ
の
と

お

31　2「
　は
前’
項別
の表
規第
　四
にの
カと
カお
わり
らと
ずす
　る
登゜

が

使

け

　｝

区な
民ら
セな
　レ1

等

の

施

設

の

利

用

睾

金

た

者

は
、

指

定

管

理

者

に

利

用

料

金

を

納

付
し

な

施等
設に
又限
はる
備゜
付以
　下
　こ
にの
係条
るに
使お
用い
のて
承同
認じ
を・°

受）
けの

規

す

る

施

設

を

設

置

す

る

地

第

十

九

条

　
利

用

料

地等
　）

民

三1二
セ　 ン　 る

ン前タ個事
タ　　人項
　等
　の
掲管

　る
　ーも

関の
　の

等　　ほ
　　要力
別

表

第

四

に

事地
項域
　区
　民

情

報

関

す

　地
事

項区
　民
　セ

　の
理取
　扱
　い
　そ
　の
　他
　の

電

「



資　料

第

十

条

　
委用
任料
） 金

　一
略　 と

　　読
　　み
　　替
　　え
　　る
　　も
　　の
　　と
　　す
　　る
　　o

定

管

理

者

と

使

用

料

一

と

あ

る

の

は

利

七に
条つ
及い
　て
第準
　用
条す
　る

7161

のが
使地第
用域七
を区条
承民及
認セ
しン第
　タ人

　゜利　条
区　用等
長の料の
　場金施
　合を設
あに収又
　お受は
のいす備
まてる付
　　　器
指第A

指

定

管

理

者

利

用

お

金

は
、

指

定

管

理

者

の

収

入
と

す

る
o

い

場

合

は

規

則

で

定

め

る

と

ろ

に

よ

る
o

51

な

け利
れ用
　料
　金
　は

　使
　用
たす
だる
しと
　き
　ま
　で
　に
　納
　付
　し

利

用

料

金

は
、

規

則

で

定

め

る
o

第

十

条

　
委

任

）

略




